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背景・目的

•炎症性腸疾患(IBD)患者数は年々増加しており、使用可能な薬剤も
年々増加している。

•使用可能な薬剤の増加に伴い、IBDの薬物治療が複雑化し、薬剤師
の役割も増している。

• IBDは外来での治療が中心となるため、保険薬局の薬剤師による薬
剤管理指導は重要である。



背景・目的

•治療薬の数が増えている一方で、保険薬局の薬剤師にとってIBDの
薬物治療について学ぶ機会が十分であるかは不明である。

•今回、当院の近隣薬局薬剤師のIBD治療薬に対する知識の均てん化
を目的とした取り組みと、近隣薬局薬剤師のIBD治療薬に対する知
識の実態について報告する。



方法

• 2023年9月より当院消化器内科病棟担当薬剤師が主体となり、IBD
治療薬についての勉強会を医師と共同して開催した。

•勉強会参加の対象者は医療従事者とし、保険薬局薬剤師以外の医
療従事者も参加可能とした。

•現在まで計3回実施し、第1回は5-ASA製剤、第2回はチオプリン
製剤、第3回はステロイド製剤、カルシニューリン阻害剤につい
て取り上げ、それぞれの会の終了後にアンケートを実施した。



方法

※実際に作成した案内状の一部

• 開催形式はZoomによるオンライン開
催とした。

• 薬剤師からIBD治療薬に関する基本的
な使用方法、注意点などについての講

義を行った後、医師から症例を交えて

の使用実態について講義を行った。

• 今回は第1回に行った5-ASA製剤のア
ンケート結果を報告する。



回答数37
病院薬剤師

14名

(38%)

薬局薬剤師

13名

(35%)

看護師

10名

(27%)

結果①

職種
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結果②

1～3年目

4名

(31%)

4～10年目

5名

(38%)

11年目以上

4名

(31%)

勤務年数

薬局薬剤師：13名



全くない

2名

(15%) ほぼ毎日

1名

(8%)

週に2～3日

2名

(15%)
週1日

3名

(23%)

月に1日

5名

(39%)

結果③

日常業務でIBD患者と接する機会

薬局薬剤師：13名
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5名

(39%)

結果③

日常業務でIBD患者と接する機会

ほぼ半数が週1回
以上接している

薬局薬剤師：13名



あまりない

ある

IBD治療薬について
十分な知識があるか

IBD治療薬について
学ぶ機会があるか

あまりない

ある

結果④

9名
(69%)

4名
(31%)

十分ある：0名

全くない：0名

1名
(8%)

12名
(92%)

全くない：0名

十分ある：0名

薬局薬剤師：13名 薬局薬剤師：13名



知らなかった

知っていた

結果⑤

5-ASA不耐症を知っていたか

8名
(62%)

5名
(38%)

薬局薬剤師：13名



★5-ASA不耐症（アレルギー）★
●発熱、下痢、血便、発疹、倦怠感を生じる

5-ASA製剤の投与中止で改善

●服用開始数日～数週後の初期に好発

※IBDの悪化ととらえ、5-ASA投与が継続されないよう注意

投与開始初期に症状が悪化した際は服用を中止し、
連絡するよう指導

服薬指導のポイント！！

実際に勉強会で使用したスライド



週に1回以上関わる
方を含む

結果⑤

5-ASA不耐症を知っていたか

知らなかった

知っていた

8名
(62%)

5名
(38%)

薬局薬剤師：13名



非常に深まった

深まった

今回の勉強会を通じてIBDの薬物治療に
関する知識が深まったか

結果⑥

3名
(23%)

10名
(77%)

変わらない：0名

薬局薬剤師：13名



• 近隣薬局薬剤師の約半数が週1回以上IBD患者と接するにもかかわらず、IBD
治療薬について学ぶ機会が「あまりない」との回答が9割以上を占めたこと
から、IBD治療薬について学ぶ機会が不十分であることが判明した。
• IBD治療薬の知識が「あまりない」との回答が半数以上を占め、今回の勉強
会を通じて知識が「深まった」、「非常に深まった」との回答が全回答を占
めたことからIBD治療薬の知識の均てん化を目的とした勉強会の開催は有用
であり、継続して行っていく必要があると考えられる。

考察


